
実施計画２０３０の重点戦略（案）について 

(１)重点戦略 

 実施計画では、政策目標を実現するため分野横断的かつ重点的に取り組む事項を「重点戦略」と

して位置づけます。将来を見据え、「人口減少期でも元気で持続可能なまち」であり続けるために、３

つの視点を持ちながら進めていきます。 
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（2）実施計画 2030重点戦略に紐づく取り組み 

 

視点 柱 取り組み 

ま
ち
の
力
を
活
か
し
て
魅
力
を
ア
ッ
プ
す
る 

まちの資源を活かして 

活気を生み出す 

◆ サザンビーチ・漁港周辺地区での民間の力を活用し

た賑わいづくり 

◆ 民間の力を活かした歴史的建造物の活用によるまち

の魅力づくり 

◆ それぞれの分野で活躍する人々と連携し、スポーツ、

文化の力でまちを活性化 

◆ 活動場所の提供などにより市民活動を支援し、人が

つくる活力を創出 

◆ 漁業者などと連携した新たな特産品の創出 

まちの力で茅ヶ崎らしく

子どもを育てる 

◆ 小学校の水泳授業の民間事業者による本格指導 

◆ 地域の団体と連携した子どもの居場所づくり 

◆ 湘南ベルマーレやＮＰＯと連携し、子ども達の創造力

を育成 

◆ 地元のプロアスリートの力を活かした学校教育、環

境教育の充実 

人
口
減
少
・少
子
高
齢
化
に
伴
う
課
題
に
対
応
す
る 

人手不足な中でも 

公的サービスを維持する 

◆ 介護職の職場体験支援など公的サービスの人手不

足対策を強化 

◆ 公共施設利用の予約から支払いまでのオンライン化

など「行かない市役所」を推進し、利便性を向上 

◆ 生成ＡＩなど最新デジタル技術の活用による行政事

務の効率化 

超高齢社会で 

健康長寿を実現する 

◆ ボランティアサポーターを養成し、シニア健康事業を

強化 

◆ 低栄養、孤独高齢者へのきめ細やかな健康指導 

◆ 疾病ハイリスク保有者への予防改善アプローチ 



視点 柱 取り組み 

先
を
見
据
え
た
対
策
を
講
じ
る 

脱炭素なまちづくりを 

推進する 

◆ ゴミの減量化、資源化のさらなる推進 

◆ 民間企業の伴走支援などによる脱炭素シナリオ推進 

◆ 保健所など新設公共施設のＺＥＢ化 

◆ 照明ＬＥＤ化など公共施設の省エネ化 

災害に備えた 

安全なまちをつくる 

◆ 災害時の応援部隊の受け入れ機能の向上を含めた

消防本署の建替に向けた取り組みを進め、防災機能

を強化 

◆ 千ノ川の拡幅整備や下水道管路の耐震化によるまち

の強靭化 

◆ 深刻化する大雨災害に備えたハザードマップの見直

し 

◆ ＡＩを活用したＳＮＳ情報の収集・分析と迅速な災害情

報の発信 

課題を踏まえて公共施設

を適切に管理する 

◆ 橋梁調査や路面下調査の実施などによるインフラ施

設の安全管理 

◆ 広域連携による公共施設の効率的な更新 

◆ 斎場のバリアフリー化 

 


